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◇議題 

◎付託事件について 

［陳情審査］ 

１ 陳情第３３号 海老川水系の水害の心配がないまちづくりに関する陳情 

２ 陳情第３４号 市中に設置された交通安全看板の設置・管理に関する陳情 

［議案審査］ 

３ 議案第１５号 市道の路線認定及び変更並びに廃止について 

４ 議案第６号 船橋市道路占用料条例等の一部を改正する条例 

５ 議案第１３号 ふなばし三番瀬海浜公園及びふなばし三番瀬環境学習館の指定管理者の指定について 

６ 議案第７号 船橋市手数料条例の一部を改正する条例 

◎海老川上流地区のまちづくりについて 

……………………………………………………………………………………………… 

 

１０時０１分開議 

○委員長（小平奈緒） ただいまから建設委員会を開

会します。 

 それでは、本日の審査順序についてお諮りします。

お手元の審査順序表のとおり、まず、陳情２件の審

査を行い、その後、議案４案の審査を行います。次

に、執行部より海老川上流地区のまちづくりについ

ての報告を受け、本日は散会することとなります。 

 以上、今申し上げた順序で進めたいと思いますが、

よろしいでしょうか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（小平奈緒） それでは、そのように決しま

す。 

 次に、審査の方法ですが、議案については提案理

由説明を省略し、質疑・討論・採決を行います。陳

情については、順序１の陳情第３３号の審査におい

て陳情提出者である一般社団法人船橋子どもの家

代表理事佐久間勉様を参考人としてお呼びしてお

ります。 

 順序１の陳情第３３号をぎあ……議題とした後、

まず参考人から意見を伺い、その後、参考人に対し

質疑を行います。 

 参考人に対する質疑終結後、所管課に入室してい

ただき、参考の……審査の参考のため理事者から状

況説明を受けた後、質疑・討論・採決を行います。 

 また、順序２の陳情第３４号については、議題と

した後、所管から審査の参考のための状況説明を受

け、質疑・討論・採決を行います。 

 なお、陳情審査における出席理事者についてです

が、順序１については都市政策課及び下水道河川計

画課、順序２については道路維持課及び教育委員会

の保健体育課、児童・生徒防犯安全対策室の入室を

予定しております。 

 また、本日の休憩についてですが、各付託事件の

審査終了時に理事者入退室のための休憩を取りま

すので、ご承知おきください。その他の休憩につい

ては、適宜取っていくことといたします。 

 本委員会の傍聴の申出についてご報告します。 

 順序１の審査について、参考人を含む４人の方か

ら傍聴の申出があり、委員長において許可すること

としましたので、ご報告します。 

 なお、この後、傍聴の申出があった場合は、会議

の途中であってもタイミングを見て入室を許可し

たいと考えておりますので、ごしょう……ご了承願

います。 

 ここで、参考人入室のため、会議を休憩します。

委員は各自で……各席、自席でお待ちください。 

１０時０３分休憩 

――――――――――――――― 

１０時０５分開議 
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○委員長（小平奈緒） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。 

 それでは、付託された陳情の審査に入ります。 

 陳情第３３号海老川水系の水害の心配がないま

ちづくりに関する陳情を議題とします。 

 本日は、参考にして……参考人として一般社団法

人船橋子どもの家代表理事の佐久間勉様に出席を

いただいております。 

 本日はお忙しい中、本委員会にご出席いただき、

ありがとうございます。 

 早速ですが、本日の議事についてご説明申し上げ

ます。 

 まず、参考人からご意見を伺い、その後委員のほ

うから参考人に質疑させていただきます。 

 参考人におかれましては、委員長の許可を得てか

ら発言くださるよう、よろしくお願い申し上げます。 

 それでは、参考人にご意見を伺いたいと思います。 

○佐久間勉参考人 貴重なね、建設委員会の審議の時

間に呼んでいただきまして、ありがとうございます。 

 私どもの関わる保育園はですね、認可の保育園、

５５人定員のところでね、やってるわけですけれど

も、昨年の１０月から認可を得まして、歴史自体は

結構古くて、およそ５０年の歴史がある保育園です。 

 そういったことで、私ども非常に本町５丁目とい

う地域、皆さん多分ご存じとは思うんですけれども、

非常に今まで水害の経験がたくさんあったところ

なんですね。この６０年ぐらいの間にゆかしつは…

…床上の浸水っていうのが２度ほど、大きなところ

ではありました。床下浸水ぐらいは結構あったんで

すよね。でも、長津川の遊水池ができた関係の中で、

それが１つの一因かと思うんですけどもね、比較的

この３０年……３５年ぐらいのところですかね、そ

このところについてはあんまり大きな被害はなか

ったところなんです。ですから、そういった意味で

は、やっぱりこの遊水池……遊水池といいますか、

調節池のね、重要性っていうのは大変よく分かって

るとこなんですね。 

 それで、中流部のところで海老川の調整池計画が

進んでるっていうことで、大きな期待を寄せるわけ

ですけども、その計画自体がこの４２年間計画が立

ちあがって以来遅々として進んでおらず、今９５％

ぐらいですかね、地権者の同意を得てるところのが

ね。そういったことで、ここまで来てて何でできな

いんだろうっていうのが正直なところあるわけで

すね。 

 それで、もしどうしてもこれがなかなか進まない

ってことであれば、やっぱり暫定的にでもそこのと

ころ利用してね、いろいろと対応を考えてもらえる

といいなってことは、正直なところ思っております。 

 例えば、暫定的に供用を開始できる部分がね、例

えば９０％ぐらいあるのか８０％ぐらいあるのか

分かりませんけども、そんなことも県のほうにしっ

かりと要望していただきたいなというのがあるわ

けです。 

 それで、今回、特にこのメディカルタウン構想と

いいますかね、海老川の上流部開発について陳情を

出させていただいたわけですけども、その趣旨の第

１番目は、メディカルタウン構想そのものの説明が

やはりまだまだ不足しているっていうふうに、私ど

もどうしても感じるんですね。船橋市のホームペー

ジ、ぱっと開きますとね、割合早めのところでメデ

ィカルタウン構想っていうのが見つかるんですけ

れども、この中身が本当に、随分長い歴史をね、持

っちゃってる関係もあるんだと思うんですけれど

も、時系列がきちんと整理された形でのものがなか

なか見つからなくて、非常に分かりにくいところも

あるんですけども、いずれにしろ、船橋市がこの計

画を進める上で、今まで地権者の方とのね、いろい

ろ説明会等をやってらっしゃるのは私どもも十分

存じております。また、それは大変ね、地権者にと

っては大きなことですので、それ自体は分かるんで

すけども、しかし、この上流部開発をやったことに

よって生ずる下流部への水害の問題等については、

やっぱり本当に船橋市にとっては重要な問題なん

だろうと私は思ってるんですね。私の保育園として

も、当然のことながら子供らの命と健康を守るって

いう意味でもね、そりゃもう絶対的にもう欠かせな

いことなんですが、それ以前に、やっぱりとりわけ

本町から宮本町、市場町、それから湊町のほうも含

めてですかね、直接的な影響があるところっていう
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のはやっぱりあるわけです。やっぱそういったとこ

ろで、非常に船橋市の行政機関……市役所なんかも

含めてですよね。様々な重要な施設あるいは住民も

た……非常に多く住んでるっていうこの地域に影

響があるだろうと私は考えるわけなんですけども、

それが一般市民、とりわけこの海老川下流部の住民

に対して一度として説明会がやられていない。これ

はやっぱし、松戸市長もよく船橋市のね、市政を執

行していく上で大事なところは市民との協働とい

うことをね、よく言われるところですよね。私もそ

の必要性っていうのは絶対的に認めているところ

です。やっぱり、本当に行政が住民とともに物事を

考えていく。その姿勢でこそ、やっぱし船橋がまと

もな行政をできる保証だろうと私は思っています。 

 それで、そういったことの中で、一番にはこのメ

ディカルタウン構想っていいますか、海老川上流部

を開発して、本当に下流部に対して影響がないのか。

あるいは、調整池、飯山満川の治水計画等について

はね、適切なものなのか。そこら辺のところ、やっ

ぱり明らかにしていっていただきたいなって。船橋

市としてね、説明していただきたいなっていうのが

あります。 

 それから、確かにメディカルタウン構想そのもの

は、今大分ね、今までめちゃくちゃな状態だったの

が大分まとまってきましてね、この９月の１５日、

ここも関わりながらやられたことだと思うんです

けれども、１４１回の都計審の会議の中でもね、か

なり煮詰まってきたなっていう感じがあって、例え

ば調整池を６個造るから安全だよとかっていうよ

うなことまで示され、ほぼほぼ医療センターの位置

も固まってきてるのかな。 

 なかなか医療センターのね、扱いが何か難しかっ

たんだろうと思います。あれだけの大きな施設です

からね、やっぱりそれについては非常に大変だった

ろうなと思うんですけども、初めは医療センターの

隣の土地を借りたらいいじゃん……借りたらじゃ

なかった。取得できればいいんじゃないかっていう

ことでやられてたと思うんですけども、そこら辺に

ついても、私と……個人としてはちょっと思うとこ

ろいろいろあるんですけども、そういったことの説

明なんかもきちんと求めていきたいな。 

 実は、私はそこら辺の経緯については、今、各部

局宛てにこの医療センターが移転する関係でのあ

らゆる資料について、今、文書開示請求をしてると

ころです。ですので、やっぱり行政と同じスタンス

に立って、できるだけ私どももいろいろ考えていけ

たらいいなって、そういうふうに思いながらやって

るところですね。 

 そのメディカルタウン構想そのものがとにかく

下流部に影響を及ぼさないってことが分かるよう

なものなのか、そこら辺のところが一番の眼目とし

ての市の説明をしっかりと聞きたい。みんなのとこ

ろでぜひ一緒になって考えていただきたいっての

があります。 

 それから、２番目にメディカルタウン構想そのも

のが下流域に影響を与えないという場合でも、実際

にね、６か所ほど調節池を造るっていうことになっ

て、具体的な説明図まで載っかってましたけどね、

そこのところについては、ほぼほぼ、若干の漏れは

わかんな……あるのかもしれません。まだ、例えば

の話、調整池自体の企画なんかもまだ十分に決まっ

てないように見えるんですね。そういったこともあ

るんですけども、いずれにしろメディカルタウン構

想のこの上流域の部分だけについて言えば一定の

方向性が確かに見えてはきている。しかし、大事な

ことは、あそこに新駅ができるってところがね、大

変重要なことなんですね。やっぱりあそこに新駅が

できると、もともとこの上流部開発ってのは西部地

区のほうもね、夏見のほうですか、西部地区と言わ

れる部分のほうまで含めてやってたはずが地権者

の同意等が得られない中で縮小されたっていうこ

とだと思うん……私は理解してるんですけども、や

っぱりああいうところの開発が急速に進んでしま

うっていうね、おそれもやっぱりあるわけですよ。

しかも、乱開発でどんどんどんどん勝手な形で土地

利用がされていくっていうのは非常に危惧すると

ころなんですね。 

 私ども、どのぐらいのところに影響が出てくるの

かなってこと考えたときに、普通に考えると、どっ

かに宅地を求めたり、あるいは新築の家を買いたい
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よっていうような場合だと、やっぱり自転車で１０

分ぐらいかなっていうのがね、およその目安として

感ずるわけですよね。自転車で１０分っていうと、

大体運動公園の近くまで行っちゃうわけですよ。そ

ういったところまで民間の開発が進むことになる

だろうと思われるわけで、やっぱそこら辺、西部地

区の問題、それからじゅ……本当の上流部のもっと

上ですね。念田川の上のほうの話。そこら辺のこと

もやっぱりいろいろと危惧されるところがあるの

で、やっぱりそこら辺がしっかりと説明していただ

かないと、やっぱりこの洪水の可能性についてはね、

やっぱり否定できるものではないなっていうふう

に思うところであります。 

 それから、その次にですね。やっぱり多額の市税

が使われることになると思うんですね。既にもう大

分、本当に長いことやってますからね、一番頭は昭

和という言葉まで、昭和５７年とかっていうあたり

から物事が始まるみたいな感じで書かれてました

けど、それに船橋市のほうも一定関わりながら、そ

れで松戸市長が市長になって以来急速にこのメデ

ィカルタウン構想ってものが進められるようにな

ってきたというふうに私は感じてるんですけども、

そこら辺のところなんかもね、予算的にも大変な予

算がかかるだろうと思ってるわけですね。実際にこ

の間５４億円でしたっけ、見積りのミスがありまし

たよね。それか……それとか、ごく最近も新駅を誘

致するとしたらば１５万ほど足らないよってこと

が分かってきただとか、何だかこの計画ってどこま

で信頼性があるのかなって、そのことが非常に危惧

されてならない。それで、実際にこの海老川上流部

開発で大変なお金が使われるっていうことの中で、

もう間もなく●●●非常にやっぱり、今はね、いわ

ゆる行政改革を進めてる中で、それに対してもやっ

ぱり大きな影響を与えてるだろうっていうふうに

思ってるわけですね。そういった意味でも、広い市

民に説明をする責任があるだろうと思っています。 

 大体そんなとこですか。あとは３番目に、一番最

初に言った県の遊水池計画のほうについて、県に対

して説明会を開いてもらうよう要請していただき

たいって、そういう趣旨の陳情でございます。 

 長いこと申し訳ございませんでした。よろしくお

願いします。 

○委員長（小平奈緒） ありがとうございました。 

 これより参考人に対する質疑に入ります。質疑は

ありますか。 

○朝倉幹晴委員 影響を受けるかもしれない近隣市民

……住民の方が説明会を求めるのは当然だと思っ

てまして、私は応えるべきだと思ってるんですけど、

まずその前提としてのご質問なんですが、陳情文書

の中には昭和６１年の台風１０号での被害の様子

が書いてあって、今参考人からは３０年は甚大な被

害はないというような話なんですけど、甚大じゃな

くても非常に被害があったとか、あるいは被害が危

惧される状況があったんじゃないかなと思うんで

すけど、特に直近でおもいこ……思い起こされるの

が３つの台風ですね。２年前の３つの台風とか豪雨

ですね、あたりで、保育園はどのような対策をした

というか、危機がどういうふうにあって、どういう

危惧があって、どう……保育園として例えばこうい

う対策をしたとか、そういうのがありましたら、ぜ

ひお願いします。 

○佐久間勉参考人 実は、あの……。 

○委員長（小平奈緒） あっ、すいません、佐久間さ

ん。ちょっと挙手をしていただいて発言の許可求め

ていただけると助かります。 

○佐久間勉参考人 実はですね、私どもの保育園は認

可外の時代が非常に長くあります。４５年間ほど完

全な認可外。それで、その後、認証保育所になり、

小規模保育事業所になり、それから昨年秋から認可

の保育園ていうことになりましたけども、認可の保

育園になる以前は、小規模のところまでですね、そ

こら辺はむしろ海神２丁目とか、あるいは本町１丁

目とか、駅の……駅から言えば３分から５分ぐらい

の場所にね、施設があったんですね。そういった関

係の中で、あんまり影響はなかったですね。（朝倉幹

晴委員「地区が違ったんですね。分かりました」と

呼ぶ） 

○委員長（小平奈緒） ほかに質疑はありますか。 

○松崎さち委員 ありがとうございます。 

 それで、私も同じで、住民説明会っていうのは当
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然だというふうに思いますし、やらないっていう都

計審のときに出された市の回答っていうのは本当

におかしなものだというふうに思っておりますが、

それで、都計審でも話題にはなったんですけど、そ

うはいっても雨は１０００年に１度の雨っていう、

洪水ハザードマップで想定されてるものは９時間

で５１６ミリの雨っていうもので、それを気にして

いたらできないんじゃないかって意見もやっぱり

結構あるわけですね。それについてはどういうふう

に思われるか伺っていいですか。 

○佐久間勉参考人 結局その９時間で五百十何ミリで

すか……（松崎さち委員「１６ミリです」と呼ぶ）

そこら辺の話っていうのは、一昨年の、佐原でたし

かね、佐原といいますか、香取市で実際に経験があ

る数字だと思うんですけども、そういった数字はあ

りつつも、私どもの一番関心があるところでは、や

っぱりこのところね、非常に気候変動が激しくてね、

やっぱりこれは今後どういうふうになっていくか

分からないっていうのが正直なところなんですね。 

 それで、本当に治水が守られてるのかっていうと

ころで考えると、たまたまこの３５年ぐらいの間は

ね、それほど大きな被害等はなかったんですけども、

それでも小さなところはね、内水氾濫程度のものは

何度かあったですね。いつ、それこそ時間雨量５０

ミリを超えるような雨量が出るっていうことはね、

もう幾らでも考えられるわけで、やっぱりそこら辺

に対してきちっと船橋市としては考えられるあら

ゆる対策を取ってほしいっていうのが正直なとこ

ろです。 

 確かに国のほうの指針としてね、もう既にハード

の部分はむしろあんまりやるところがないぐらい

なところまでやっちゃってるみたいなこと言って、

あとはソフトの問題だよ。つまり、逃げることだけ

一生懸命考えなさいよみたいなこと、ちょっとこれ

は国の考え、防災の考え方としてもね、やっぱりち

ょっとおかしいなっていうのは、私自身はすごく感

ずるところですね。そのことについての是非につい

てはいろいろあるにしても、いずれにしろ水害の起

きる可能性がますます高くなっているってことに

ついて言えば、やっぱり実際のところだと思ってい

ます。 

 ですので、そういったものに対応できるようなも

のにしていかないといけない。私ども、そういうふ

うに考えております。 

○松崎さち委員 ありがとうございます。 

 確かに、さっき駅のお話しされてたんですけれど

も、県の都市マスでもあそこの上流部で開発が進め

……進むと、甚大な被害があるおそれがあるって書

かれてますので、駅を造るっていうのはね、まさに

そういうことを推進するだろうと思うんです。 

 同時に、ちょっと地元の方からこういう下流部の

水害のリスクが増すってなると、地価が下がってい

くとかね、建物とか土地の価格に影響するじゃない

かって、そういう意見も出てるんです。それについ

ては、同じ５丁目で保育園されてるってことなんで

すけど、どう思われますか。 

○佐久間勉参考人 それはね、これはね、地域……私

どもの５丁目町会のほうでね、皆さんと、町会の皆

さんと一緒になっていると……何かと取り組んで

るところですけども、私どももやっぱりそういうよ

うな危惧を皆さん持ってるってことは承知してお

ります。実際に、私どもの地域のところ歩いていた

だくと、ごく最近まではね、電柱のところへ持って

ってこんな高いところに赤いテープを貼ってあっ

たんですよ。ここまで最大の洪水がありましたって

いうっていうね、印ですね。そういったものがあっ

たんです。いつの間にかなくなっちゃったんですけ

どね。本当に、割合最近まであったんで、やっぱり

地域の方々は非常によく知っている。ただ、外から

来る人たちね、引っ越ししてこられる方なんかは全

く知らないで、え、こんな地域だったんですかって

言われるようなところですね。ですから、本当に資

産価値云々に……っていうふうな話もありますけ

れども、何よりも住み続けるために安全性が損なわ

れるっていう問題ですので、これはもう本当に市政

としてしっかり取り組むべき課題だろうって、そう

いうふうに思っております。（松崎さち委員「ありが

とうございます」と呼ぶ） 

○委員長（小平奈緒） ほかに質疑はありますか。 

○浅野賢也委員 佐久間様、本日はお忙しい中、参考
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人で来ていただきまして、ありがとうございます。 

 私も本町と夏見でずっと育ってまいりまして、今

日本当は参考人でお呼びしなくてもよかったんじ

ゃないかってお話もさせてもらってたんですけど

も、本当にありがとうございました。 

 まだ子供の頃は、うちの父とかですね、宮本に住

んでる時代もありまして、本当に床上浸水とかって

いう経験をしてて、うちの祖母、もう亡くなりまし

たけども、大分苦労した時代もありました。 

 船橋総合病院もまだ丸い病院で、あの周りにあっ

たときに、１階のね、診察室のほうで埋まっちゃっ

たっていう経験もしてるようでしたので、南部の本

町としては水害の対策には慣れてきたところがあ

ったのでせ……ですけども、今、こんところずっと

ね、水害……大きな水害がないので、もう参考人が

おっしゃったとおり、中津川の改修が大分されて、

遊水池ができて、その後から大分水害がなくなった

と思ってるんです。 

 海老川もしゅんせつをして、かい堀りもしました

ので、そういった意味では水位も大分ちょっと下が

った……昔よりは下がっているのと、あと下水道の

整備も大分されましたので、水が入ってくる流量も

大分少なくなってきてるなと思うんです。 

 海老川の上流部の開発が直接的にどういう影響

をするのかっていう説明は、市にはする必要がある

なと思っていますけども、陳情者の方が思う開発っ

ていうのは、メディカルタウンのお話もしてました

けども、どういった形の。海老川の直接的な区画整

理事業の話をされてるということでよろしいんで

しょうか。 

○佐久間勉参考人 あっ、ちょっと最後のところ、聞

こえません。 

○浅野賢也委員 区画整理事業を今進めてて、メディ

カルタウンをやってますけども、その開発事業が南

部の水害を与えるっていう可能性があるというこ

とでよろしいんですかね。 

○佐久間勉参考人 いや、むしろ私のほうとしてはね、

メディカル……先ほど私、頭のほうでメディカルタ

ウンの地域の中、今回の海老川上流部開発の地域の

中では一定の何か対策が取られるように思えるし、

そういった意味では大きな影響はないのかなと思

ってんです。人によってはやっぱりいろいろ、宅盤

全体をね、１メーターも１メーター５０も上げちゃ

うみたいな話になっちゃうと、やっぱり何かの影響

があるんじゃないかってことはあるようですけど

も、基本ここの開発計画自体には、そんなにあれは

ないと思う。ただ、その計画の主要な部分として、

新駅ができるというところの中で、西部地区あるい

は海老川の、免田川のね、最上流部分ですね。そこ

ら辺の開発計画等にも非常に大きな影響がおよぶ

だろう。そういったところに本当にこのメディカル

タウンと同様にきちっとした形でのちょすい……

調整池等がきちんと造られるのだろうか、あるいは

公園なんかがね、きちんと造られていくのだろうか、

本当にまともな都市計画としてね、やられてくるの

だろうかっていうその件を私は一番思ってます。 

○浅野賢也委員 願意の中に海老川上流部の開発計画

が水害の可能性を高めると感じてるっていうのが

あるんですけども、この上流部の開発計画っていう

のはメディカルタウンとか新駅とかっていうこと

でよろしいんでしょうか。 

○佐久間勉参考人 そうです。はい。 

○浅野賢也委員 海老川の上流部の開発の中の……が

与える可能性もあるとは思ってるんですけども、そ

れよりも海老川の……に流れ込む流量っていうの

は区画整理事業だけじゃなくて、先ほどお話ししま

したけど、えび……海老川から西側の夏見地区の、

今開発……乱開発されてますよね。単純に言うと、

４０戸連担で家が調整区域でも今建ってる、今状態

で、船橋市としてはその都市計画に手つけなきゃい

けなかったところが手がついていない。開発ってい

うのが、乱開発されちゃうのもその辺の影響があっ

て、まだ下水道も整備して……しないところに家が

建ってしまうのが水害対策にはなっていないのか

なと僕も感じているところがあって……（佐久間勉

参考人「そうですね」と呼ぶ）直接的にいろんなも

のが影響が与えるのかなと思います。 

 海老川に流れ込んでくる支流っていうのもかな

りありますから、そこの整備をしていくっていうの

も必要で、今まだ海老川３０ミリ対応ですから、そ
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の中でどうやって水害を防いでいくのかっていう

ことを考えていかなきゃいけないと思うんです。 

 そうするとですね、先ほどの、２番目の願意の中

の調節池のかいは……計画っていうのが大分昔か

らやってるのに動いていかないっていうのが原因

かなと思いますし、あと、中から出てくるものも、

あと、地震とかでですね、津波とかで海のほうから

入ってくる水っていうのも防いでいかないと思う

んですけども、その辺の港湾の整備については、や

はり船橋がやるものと県がやるものっていうのが

主流になってくると思われるんですけども、この辺

について、船橋に陳情を上げていただきましたけど

も、県のほうにもですね、そういった陳情とかいう

ものを上げてったりっていうのはするんでしょう

か。 

○佐久間勉参考人 ７月のときに、あれは都市計画課

で……えっ。縦覧したときがありましたよね。あの

ときに、船橋市と同様に千葉県に対しては海老川の

調整池の問題で意見書を上げております。 

 中身的には大きな違いはありませんけども、主に

このいわゆる海老川調節池、中流部ですね。農協の

ほぼ北から鉄道までの間。あそこのところについて

の意見は出してあります。 

 直近に、１か月後ぐらいに県の都計審があるよう

ですので、それの傍聴も今考えております。 

○浅野賢也委員 ありがとうございました。 

 県のほうとですね、船橋市のほうと一体でやらな

きゃいけない部分てかなりあると思いますし、海老

川の区画整理が進んでいくと、希望的ですけども、

調節池の計画っていうのも同時に進んでいってく

れるのかなと思ってますので、その辺、県とですね、

連携積まなきゃいけない部分もかなりあると思い

ます。 

 今回、わざわざ来ていただいて、僕質問する機会

なかったんですけども、ほかにも陳情のか……呼び

たい方いらっしゃいましたので、そちらから質問し

ていただきたいなと思います。 

 以上です。ありがとうございました。 

○川井洋基委員 陳情者、海老川水系、特に下流ので

すね、本町、山本のお話ししましたけど、そこはも

う中津川の調整池できたことでですね、かなり浸水

が減ってるというお話なんですが、実は上流域は大

雨降ると必ず浸水してます。飯山満川流域ですね。

飯山満、芝山地区はですね、大雨降ると今でもです

ね、飯山満川があふれて住宅地に流れ込んでる。私

の知人も車２台が数年前水没しちゃったと。なぜそ

うなるかというとですね、海老川水系に水が流れ込

むのを減らすために飯山満川からですね、海老川に

接続するとこをですね、河口を狭めてるんです。そ

のためにですね、上流域が冠水しちゃってるわけで

すね。だから、陳情者はね、宮本、本町の話だけ言

いましたけど、実は上流域では今でも水害が起きて

ます。 

 そういう意味ではですね、調整池の……県の調整

池、一刻も早くですね、完成すべきだと私も思って

ますけど、せんだってですね、調整池に不法投棄ご

みがかなりあるんでですね、年に３回ほど市民団体

が不法投棄のごみ処理をしてるんですが、私も手伝

ってます。そのときに出た話が、海老川水系のです

ね、支流も含めて水害対策が完成するのは３０年先

だというお話を聞いてます。３０年ですよ。私なん

か生きてないからね。そのぐらいのね、ちょっと停

滞してるなという感じがする。そのおかげでですね、

ごみの不法投棄が絶えないで、先般、ちょっと話ず

れますけどね、軽トラック２台、１台は私の軽トラ

ックなんですけど、１０台以上に不燃物、冷蔵庫だ

とかベッドだとかソファだとかそういった不燃物

がですね、今、もう片づけたかな、今海老川のすぐ

脇道に大山になってます。だから、そういう意味で

も、環境問題からも含めてもね、やっぱり早く調整

池ができないと問題があるなと。陳情者の地域は、

今は問題少ないかもしれませんけども、上流域では

今でも水害が起きてるってことを私も承知してま

すので、地球温暖化の中でですね、線状降水帯とか

ですね、観測史上初めてなんていうのがね、毎年の

ように出てくるんで、決して今後ね、油断できる話

ではないなと思ってますので、陳情者の願意はです

ね、よく理解できますので、ぜひですね、我々議会

としてもですね、こういうことについては進捗……

県が早く、一刻でも早くですね、事業が進捗できる
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ようにやっていきたいなとは思っております。 

 以上です。 

○委員長（小平奈緒） 質問は大丈夫ですか。 

 じゃ、ほか。 

○佐久間勉参考人 私もなが……。 

○委員長（小平奈緒） あっ、すいません。失礼しま

した。質問をされていなかったので、すいません、

ちょっとお答えができて……。失礼いたしました。

（「異論ないってこと」と呼ぶ者あり）あっ、そうで

すね。今質問されてなかったので。（佐久間勉参考人

「一言だけ」と呼ぶ） 

○委員長（小平奈緒） 申し訳……。質問された場合

はお答えができるんですけど、今の川井委員のほう

からは質問というだけではなくご意見で申し上げ

ただけですので、すいません、ちょっと。（発言する

者あり）なので、ちょっとすいません、ちょっと次

の質問の方にさせていただき……。 

○米原まさと委員 今、川井……先番委員、川井委員

が話されたご意見あったと思うんですけれども、何

かそれに対してあれば一言。一言でいいので、教え

ていただければ。短くで大丈夫ですんで、教えてい

ただければと思います。 

 もう１点が、いろんな思い、るる述べられてて、

行財政改革の部分も触れられたりされてたと思う

んですけれども、この今回の陳情としては説明を求

める、または県に対して説明を開くことを要望する

と、ここが……（佐久間勉参考人「基本それがベー

ス」と呼ぶ）ここ、いろんなことを今、いろんな思

いがあって述べられていた、そこに今回の陳情の趣

旨であるという認識でよろしいでしょうか。 

 以上です。 

○佐久間勉参考人 いいですか。 

 ええ、まさにそのとおりです。 

 それで、私の思い、本当はね、もっともっと深い

思いいっぱいあります。 

 実は、私の父親の代からね、海老川水害の問題、

関わってましたので、それで、それこそ●●●●●

なんかも一緒になってやった覚えがあります。 

 それから、先ほど長津川のお話ございました。そ

れで、私もこの長津川の問題を解決しないと海老川

の問題っていうのは解決しないっていうふうに思

ってまして、割合最近のことですけどね、両水域が

くっついたりなんかして、大分長津川氾濫が減って

はきてるようですけども、ただ、委員おっしゃった

ように、出口のところでもってね、きゅっと絞られ

てしまうっていう、あの構造自体を何とかしないと

いけないだろうと。そこら辺なところは私どもも強

く感じてるところですし、５０ミリ……長津川を５

０ミリ対応で対応してきていながら、海老川の本流

が３０ミリってことではね、ここのところではやっ

ぱり絶対的にそごが起こるわけで、危険だと思って

ますので。 

○委員長（小平奈緒） ほかに質疑は。 

○朝倉幹晴委員 すいません、説明会を求めるという

ことで、とにかく説明がない……全く今までないこ

とに対して説明会を求めるという陳情だと思いま

すので、開催形態まではまだイメージされてないか

もしれないんですが、例えば塚田地区ではこの間小

学校の建設と学区の設定とかで地区……地区計画

がありましたので、結構塚田連合自治会主催で説明

会をしたり、学区については教育委員会がやったり

してやりました。 

 同様のイメージで、多分本町地区でいうと、かつ

てふじしろさんがやった市政懇談会のような形で、

自由参加で、何月何日に説明しますので、どうぞご

自由に参加してくださいという形を想定されてる

のか。 

 というのは、あの地区は船橋駅が近いということ

もありまして、町会も当然あると思うんですが、そ

ういうのに帰属してない、あるいはきぞ……形式的

に帰属してても帰属してる意識がない単身者の集

合住宅とかもある……あると思うので、自由参加の

形態にしたほうがいいかなと思ってまして。 

 あともう１点、それに関連してなんですが、県に

も説明求めてますけど、それは市の説明と県の説明

が例えば同時に同じ日にやられる形でもよろしい

んでしょうか。 

 ということで、説明会の開催形態についての何か

ご意見とかありましたら。 

○佐久間勉参考人 米原さん、すいませんでした。私
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が十分に答え切れないで。それで、また朝倉さんの

ほうでね、いろいろ補足していろいろお聞きしまし

た。 

 基本このメディカルタウン構想っていうべきか

海老川上流部開発全体について言えばね、私も本当

にもっともっと幾らでも言いたいことがあるんで

す。思うところたくさんありますので。 

 あるんですけども、やっぱりここの場では、本当

に誰もが思うところ、市民に十分に理解されないま

んま、この上流部開発進めないでくださいよってい

う、それだけなんですね。だから、あくまで説明会

を求めるっていうことが主眼でございます。どうぞ、

本当にその１点でもってね、陳情を採択していただ

けるよう努力していただくことを求めたいと思い

ます。 

○委員長（小平奈緒） ほかに質疑はありますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（小平奈緒） なければ、質疑を終結いたし

ます。 

 参考人におかれましては、本日お忙しい中、本委

員会にご出席いただき、ありがとうございました。

（佐久間勉参考人「貴重な時間をありがとうござい

ました」と呼ぶ） 

 ここで会議を暫時休憩します。 

１０時４９分休憩 

――――――――――――――― 

１０時５１分開議 

○委員長（小平奈緒） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。 

 次に、審査の参考のため、理事者から状況説明を

求めます。 

○都市政策課長 陳情第３３号海老川水系の水害の心

配がないまちづくりに関する陳情につきまして、関

連する事項についてご報告させていただきます。 

 まず、願意①についてでございます。 

 これまで議会答弁におきまして今回の土地区画

整理事業で実施いたします、すい……浸水対策につ

いて種々ご説明させていただいてございますが、こ

れらの対策を図面などを用いて可視化し、ホームペ

ージや窓口に配架することで浸水対策を分かりや

すく説明していく予定でございます。 

 また、ホームページからの問合せや窓口にお越し

になられた方、電話等でいただいたご意見やご質問

につきましては、随時受付をいたしまして、丁寧に

お答えしていきたいと考えてございます。 

 なお、今議会の一般質問で市長から答弁させてい

ただきましたが、海老川水系の流域の町会自治会へ

のハザードマップについての説明の中で、海老川水

系の治水対策についてや土地区画整理事業の浸水

対策なども説明するよう指示を受けておりまして、

現在その方法について関係部署と調整中でござい

ます。 

 このようなことから、現時点で海老川上流地区の

まちづくりが下流域に与える影響について単独で

説明会を開催することは予定してございません。 

 続きまして、願意②についてでございます。 

 千葉県への説明会開催の申入れにつきまして、千

葉県に確認したところ、海老川調節池を含む海老川

の河川整備状況につきましては、千葉県議会での答

弁や５年ごとに行われる事業再評価等で進捗を公

表しているとのことでございます。説明会の実施に

ついては、必要性も含め、対応を調整してまいりた

いと千葉県のほうから聞いております。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（小平奈緒） これより質疑に入りますが、

陳情審査における質疑はあくまでも賛否判断の参

考のために行っていることにごりゅうり……ご留

意願います。質疑はありますか。 

○松崎さち委員 今、ハザードマップの説明会をやっ

ていく中で検討中だとかっていうことなんですけ

ど、それはいつやっていかれるんですか。 

○都市政策課長 その開催時期などについても含めて、

現在関係部署と検討中でございます。 

○松崎さち委員 県の都計……都市計画審議会がもう

１月下旬に行われるっていう中で、実際に着工され

ていくってのはいつからになるんですかね。もう、

すぐなんじゃないんですか。開発……開発について

は。 

○都市政策課長 まだ組合が設立されていないという

ところでございますので、ちょっとそこのところは
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まだはっきりしてないところでございます。 

 以上でございます。 

○松崎さち委員 じゃ、県の都計審が１月下旬に開か

れて、そこで通ったとしたら、いつ組合設立認可の

見通しなんですか。 

○都市政策課長 都市計画審議会……県の都市計画審

議会開催された後、所定の手続等ございますので、

それも含めて、以前議会のほうでもお話しさせてい

ただいてますとおり、目途としては２月下旬を組合

設立というところを目途として今進めているとこ

ろなんですけれども、その所定の手続等ございます

ので、まだはっきりとしたところは分かってないと

いうところでございます。 

 以上でございます。 

○松崎さち委員 ２月の下旬にもう組合設立認可って

なったら、多くの区画整理見てれば分かりますけど、

もう、すぐ始まっちゃいますよね。工事って、着工

っていうのはね。それなのに、説明会っていうのは

ハザードマップの説明会は一体いつやられるのか、

さっぱり分からないと。 

 しかも、それ、全市的にやっていく話ですよね。

ここ……ここを今、焦点になってるからやってほし

いって言ってるのに、そういう……そんな……そん

なゆっくりした話でいいんでしょうか。全然答えて

ないと思うんですけども。市の……市民の要望に。 

○都市政策課長 その辺も含めてですね、現在関係各

課と協議中というところでございます。 

○松崎さち委員 あと、ホームページで図面で可視化

したものを公開して、窓口でもそれを出しますとお

っしゃってるんですけど、ホームページ使えない方

……つまりインターネット使えない方々が大変多

くいらっしゃるし、そもそもここの窓口まで来るの

はちょっと難しいけど、近隣の説明会会場だったら

行けるとかね、そういう範囲の方々もいらっしゃる

と思うんですよね。個別に窓口で聞きたいんじゃな

くて、集団的に市民に聞きたいと。そういう中でい

ろんな、もう自分にはないようなね、いろんな質問

とか意見とか出てくるでしょう。そういう話も聞き

たいっていうね、そういう場こそ欲しいっていうの

が住民説明会求める真意だと思うんですけど、それ

をはなからやらないっていうのは、それ、何なんで

すか。どうしてやらないんですか。（発言する者あり） 

○委員長（小平奈緒） すいません、ちょっと暫時休

憩いたします。 

１０時５７分休憩 

――――――――――――――― 

１１時００分開議 

○委員長（小平奈緒） 失礼いたしました。では、再

開してください。 

○都市政策課長 今のご質問でございますが、先ほど

もちょっとご説明させていただきましたとおり、こ

の窓口にお越しになられた方や、電話等でいただい

たご意見などについても、今後も丁寧にご説明させ

ていただきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○松崎さち委員 窓口まで行けない人は、じゃ、どう

したら。電話で図面は見せられないですけど、どう

すんですか。 

○都市政策課長 必要に応じてですね、お伺いして説

明するということも考えたいというふうに考えて

おります。（松崎さち委員「伺って」と呼ぶ） 

 以上でございます。 

○松崎さち委員 そこまでされるんであれば、やっぱ

り説明会開いたほうがはるかに合理的だなという

ふうには思います。 

 それから、海老川調節池が着工しても３０年間か

かるであろうっていう話なんですけど、それは事実

なんですか。それ、本当なんですか。そんなに本当

にかかるんですか。 

○下水道河川計画課長 ３０年というのはですね、千

葉県のほうで出しております河川整備計画、海老川

のですね。河川整備計画の中で委員がおっしゃった

調整池……ごめんなさい。調節池ですね。調節池と

河道等も含めまして全体でということでおおむね

３０年の計画がございますということで、河川整備

計画の中では出ております。 

 以上です。 

○松崎さち委員 このまち開きよりもはるか遠くにな

ってからになりますよね。たとえ今すぐ着工したと

しても。海老川調節池ができるのはずっと後ってい
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うことなんですけれども。 

 そもそも千葉県内いろいろ水害がね、県内いろん

なとこでありますけれども、海老川水系プロジェク

トってそういうふうに立てられたとしても、たとえ

ね、同意率が１００％になったとしても、すぐそう

やって事業に入れるものなんですかね。その辺、県

に確認されてますか。 

○下水道河川計画課長 千葉県に確認しましたところ

ですね、海老川調節池については、周辺地盤への影

響に……を確認する試験施工を今実施しておりま

すということで、その結果、安全が確認できればで

すね、その結果を踏まえて、詳細設計及び工事を実

施していくということでお聞きしております。 

 以上です。 

○松崎さち委員 それは安全が確認されればすぐ工事

に入りますよと。すぐ設計して工事に入りますよっ

て、そういう意思なんですか。 

○下水道河川計画課長 そこまではっきりとですね、

確認はしてませんけれども、今まさに試験施工して

る段階ですので、そこまでの明確なお話は確認でき

ておりません。 

 以上です。 

○松崎さち委員 やっぱり別に保証が何にもないって

いうのよく分かったんですけれども、それで、そも

そもこの海老川水系の問題について、船橋市がもう

ちょっと主体的に関わってくべきじゃないかと思

うんですね。最初にこの件で、ちょっとどうなって

るんでしょうかって、こうやってこう……メディカ

ルタウン構想は本当にもうすぐにも進みそうだっ

て話になってきてる中で、そもそも千葉県の都市マ

スでも上流部の開発っていうのは水害のリスク高

まりますよって県自体が言ってる。言ってるのにも

かかわらず、こうやって開発だけ進んで、調節池は

できないままっていう。これについて、基本的に船

橋市はずーっと千葉県任せでやられてるなという

印象を持っております。船橋市として、ここの辺り

の水害の問題、どうやっていくのかっていうことを

もっと主体的に関わるべきじゃないかと思うんで

すけど、その辺り、いかがですか。 

○下水道河川計画課長 流域全体の治水対策としまし

ては、県と市が一体となって１時間に約５０ミリの

降雨に対する対策を進めております。 

 早期に浸水被害の軽減を図りたいと考えており

ますけれども、市では浸水被害の大きい地区での公

共下水道雨水の整備や、かいはつじ……開発工事時

に流出抑制のための調整池……ごめんなさい、調整

池ですね。調整池の設置指導、機能維持として排水

機場の老朽化対策、及び河川のしゅんせつ等を実施

しております。 

 以上です。 

○松崎さち委員 それは、つまり県に任せてれば大丈

夫なので、これからも船橋市としてあの地域をこう

気をつけて見ていくとか、特に関知はしませんてい

う、そういうことですか。 

○下水道河川計画課長 そういったことではなくてで

すね、例えばですね、河道ですとか、今調節池に関

しては県の事業ですので、県のほうでやっていただ

いております。それ以外に、市のほうとしてはそれ

以外にできることをやっているという意味で、今お

話ししたんですけれども。 

 以上です。 

○松崎さち委員 どちらにしても、そういう下流部の

住民の方々の不安に応えるような説明会っていう

の、窓口でこういうふうにやれるわけじゃなくて、

やっぱり市の職員の皆さん、そろっていただいて、

公民館の講堂使うなりで、そういう場でまとまった

ところできちんと説明していただいて、受け答えも

していただくべきだと思います。このままだと、た

だただ不満が高まっていくっていうそれだけで、船

橋市は本当にそこに何にも答えようとしてないっ

ていうね、ホームページ見るなり窓口に来るなりし

なきゃ駄目ですよって、そんなふうではやっぱり本

当に不信感が高まっていくだけだと思いますので、

説明会の開催っていうのは当然だというふうに思

います。 

 取りあえず以上です。 

○委員長（小平奈緒） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（小平奈緒） では、質疑を終結します。 

 討論に入る前に伺いますが、継続審査を求める方
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はいらっしゃいますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（小平奈緒） これより討論に入ります。討

論はありますか。 

○松崎さち委員 討論。あれっ。 

○委員長（小平奈緒） すいません。討論は不採択、

採択の順に行っていただきます。 

 では、まず、不採択の方、お願いいたします。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（小平奈緒） 次に採択の方、お願いします。 

○松崎さち委員 それでは、賛成……採択の立場で討

論を行わせていただきます。 

 願意……陳情者の願意の①は、この区画整理で下

流部の水害リスクが高まるんではないか。その懸念

への対策に関する説明会を開催してほしいという

もの。②は海老川調節池、県事業の計画の現状と展

望についての説明会の開催を求めるというもので

す。どちらも至極もっともな要求だというふうに思

います。 

 海老川は、本会議で日本共産党の議員が指摘して

おりましたが、市内のほぼ全域の川が合流する二級

河川です。しかし、今のところ、１時間当たり３０

ミリの雨の雨量にしか対応しておりません。 

 船橋市では、この間１時間当たり３０ミリを超え

る雨の回数が増えております。１９８１年からの１

０年間では５回だったところ、２０１１年からの１

０年間では１０回と倍になりました。２０１９年の

台風１５号では、氾濫寸前までの雨量となったとこ

ろです。そうした画像がツイッターにも拡散されて

おりました。気候変動の影響で、台風のさらなる大

型化、豪雨の頻度、そして規模が拡大することは避

けられません。下流部の住民や事業者の方々が不安

を抱くのは当然です。 

 また、千葉県の都市計画のマスタープランという

公共の文書でも海老川沿いの水田はこれらの区域

が市街化した場合、溢水、水があふれることですね、

それから湛水の災害発生がよせ……予想され、かつ

下流の既成市街地への影響も著しいものがあると

断言をされております。さらに、これらの区域につ

いては、広域河川事業等の治水対策との整合性を図

りつつ、計画的な開発以外極力保全に努めると記載

をされております。 

 ところが、今回の海老川上流部の区画整理では、

市がほぼ全額出して駅を設置し、医療センターも移

転すると。特にこの駅が造られることによって、陳

情者の方がご指摘されてましたけども、この開発区

域以外にもさらに開発がすす……ミニ開発が進ん

でいくだろうと。計画的な開発っていうのが全くで

きなくなるだろうというおそれが高くなっており

ます。 

 こうした中で、海老川調節池が完成をするという

見通しもないままどんどん進められていくという

のは、本当に行政として無責任の極みだと言うほか

はございません。 

 一体これをどういうふうにしていくのか、今後ど

うしていくのか。この計画が今市役所に勤めてる皆

さんですとか、私たち議員もそうですし、市長もそ

うですけど、災害が起きるのは私たちがいなくなっ

た後かもしれないと。本当に将来世代に対してどう

いうふうに責任を果たしていくのか、重大な問題だ

というふうに思います。 

 県や市が迅速に住民説明会を行うのは当然です。 

 なお、この区画整理事業は過去２回頓挫しており

ます。現市長がメディカルタウン構想を打ち上げた

……打ち上げて、市負担での駅の設置や医療センタ

ーの移設という、こういう仕掛けをつくらなかった

ら進まなかっただろうと思われます。ですから、こ

れを民間の区画整理事業だからといって今後船橋

市が何の説明責任もないなんていうことは言える

道理は全くありません。 

 よって、本陳情の採択に賛成いたします。 

○委員長（小平奈緒） ほかに討論のある方、いらっ

しゃいますか。 

○朝倉幹晴委員 賛成の立場から討論いたします。 

 まず、この海老川上流開発計画によって水害の危

惧があるだろうと思われる住民の方が陳情されて

きて、その住民の方も含めて近隣住民の方に説明を

するのは当然だろうと思います。 

 かつて塚田地区では塚田南小学校ができるとき

に学区の設定に関して説明会を２回行いました。そ
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のときに、やはり学区の設定によってどこまでが学

区とされるか、そして近隣の行田東、塚田小学校と

の学区の区割りはどうなるのか、そしてその影響で

通学路の人のこどう……児童の流れがどうなるの

か、そしてその……それに間に合わせるための通学

路整備はどうなるのかということに関して説明会

で様々な意見が出まして、それが後で市のホームペ

ージに公開されることにより理解が……完全では

ないですけど、説明会開く……いたということの市

の姿勢と、それを、議事録を公開したってことで非

常に理解が進んだところがあります。 

 よって、先ほどから市の理事者が言われてますよ

うに、窓口で文書を見られるとか電話で質問に答え

るという形じゃなくて、やはり集団で説明を受け、

集団……誰もが参加できる説明会が開催されて、そ

してその開催の議事録がきちんと残るということ

自身が１つの市民に対する説明を広げる形になる

と思いますので、当然窓口のやることは当然なんで

すけど、文書の公開も当然なんですけど、説明会開

くことが理解を進める１つのポイントとなると思

いますので、これ、説明会を開くべきだろうという

ふうに思います。 

 ということで、賛成いたします。 

○委員長（小平奈緒） ほかに討論のある方、いらっ

しゃいますか。 

○浅野賢也委員 不採択の立場で討論させていただき

ます。 

 陳情者の願意に対してはかなり思う部分、同意す

る部分があります。 

 てん……担当の説明……担当課の説明も聞かせ

ていただいて、きめ細やかに対応するということも

ありました。しっかりここを進めていただくことを

強く要望いたしまして、不採択とさせていただきま

す。 

 以上です。 

○委員長（小平奈緒） ほかに討論のある方、いらっ

しゃいますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（小平奈緒） では、討論を終結します。 

 これより、採決に入ります。 

 なお、挙手しない方は不採択とみなしますので、

ご了承願います。 

 本件を採択することに、賛成の方の挙手を求めま

す。 

［賛成者挙手］ 

○委員長（小平奈緒） 挙手少数であります。 

 よって、本件は不採択とすることに決しました。 

 ここで。 

○朝倉幹晴委員 少数意見の留保を提起いたします。 

 その理由は、やはり住民の方が求めてきたことに

対して説明会を開くべきだというふうに考える委

員がいますので、それをもって少数意見の開陳をさ

せていただきたいと思いますけど、いかがでしょう。 

○委員長（小平奈緒） 委員から少数意見の留保の申

出がありました。 

 今、その内容をご発言いたし……いただきました

ので、留保には２人以上の賛成者を必要とします。 

 ただいまのご意見に賛成の方の挙手を求めます。 

［賛成者挙手］ 

○委員長（小平奈緒） ありがとうございます。 

 賛成者が２人以上でありますので、朝倉委員の意

見は少数意見として留保されました。 

 少数意見の報告書は、速やかに委員長を経て議長

に提出願います。 

 ここで、理事者交代のため、会議を暫時休憩しま

す。 

１１時１７分休憩 

――――――――――――――― 

１１時２０分開議 

○委員長（小平奈緒） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。 

 ここで新たに傍聴の申出がございましたので、ご

報告いたします。 

 順序２の審査について１名から傍聴の申出があ

り、委員長において許可することにしましたので、

ご報告します。 

 では、入室お願いいたします。 

［傍聴者入室］ 

○委員長（小平奈緒） 傍聴者にお伝えします。 

 傍聴者はお渡ししてある注意事項を守って傍聴


